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3.選定理由
ユーロの仕組みを明確にする。
ユーロと金融危機との関わりを見直す。
ECB（ヨーロッパ中央銀行）の役割を知る。
ユーロが崩壊しない理由を議論する。
[bookmark: _GoBack]リーマンショックとEU・ユーロとの関わりを見直す。
ギリシャ危機の始まりを見直す。
ユーロ離脱とは何か？また、その可能性を考察する。
「リージョナル・インバランス」とは何か知る。
ユーロ危機に何をすべきかを議論する。
ギリシャ危機以降の加盟国・ECB・IMFの動向を明確にする。
ユーロの仕組みを明確にする。
ユーロと金融危機との関わりを見直す。
ECB（ヨーロッパ中央銀行）の役割を知る。
